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　　Fourteen　non－metric　characters　which　appeared　on　22　different　dental　crowns　were　observed　in　plaster

casts　taken　from　the　upper　and　Iower　jaws　of　124　male　and　129　female　KQrean　students　ranging　in　age　frorn

14to　20　years．　Signi丘cant　sex　differences　appeared　in　the　shovelling　on　the　firs亡upper　incisor　and　in　the

development　of　lingual　cusp　and　the　occulsal　groove　pattern　on　the　lower　premolars．　In　a　comparison　of　other

races　by　Sakai，　sigllificant　differences　existed　in　g　characters　on　13　crowns　between　Korean　and　Pashtun

males，　ifi　7　characters　on　9　crowns　between　Korean　and　Japanese　males，in　8　characters　on　10　crowns　between

Korean　and　Hawaiian　males　and　in　8　characters　on　10　crowns　between　Korean　and　Hawaiian　females．　In　the

cluster　analysis　based　on　biological　distance　values　using　the　frequencies　of　6　characters，　a　small　racial

di　fference　was　observed　between　the　Koreans　and　Japanese，　and　distinct　differences　were　found　among　the

Iくoreans，　Pashtuns　and　Hawaiians，　Shinshu　Med．／，39’ヱ49－17Z，ヱ99ヱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　October　2，1990）　　　　。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箪定している報告も出されているη一12）。しかし，これ
　　　　　　　　1　はじめに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで多くの人種についての研究報告があるにもかかわ

歯は，個体が死亡した後にもその形態が最も良く保　　らず，人類学的に日本人と緊密な関係にあると言われ

存される硬組織であり，個体識別，年齢推定，食性そ　　ている韓国人の歯冠に出現する形質，ならびにその人

の他数多くの情報を過去に遡って提供する。したがっ　　種間距離に関する研究は今のところ見いだせない。

て，歯は人類掌的にも重要な研究対象であり，各人種　　　一方，さきに田中（1982，1983）1s）14）および轟

間の差異を比較検討することによって，各人種の起源　　（1983）15｝は，1971年に韓国人男女学生生徒より採取

を推定することも可能である。　　　　　　　　　　　　した上下顎石膏模型より韓国人の歯列弓と口蓋，なら

歯冠に出現する種々の形質にも，その出現頻度や発　　びに横口蓋ヒダの形態について計測し，それらが人類

逮程度に人種差が認められ，いくつかの形質に分類す　　学的に日本人のものと非常に近い値を示すことを報告

ることができることが報告されている1ト6）。また，そ　　した。著者はこれと同じ標本を用い，韓国人男女の歯

れらの歯冠の形質を統計的に処理して，人種間距離を　　冠に出現する諸形質の出現頻度および発達程度につい
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て調査するとともに，これまでに報告されている日本　　　（三金アルジエース，三金，東京）と硬石膏（G．C

人ならびにコーカサス系とポリネシァ系人種との比較　　プラストーソ，而至，東京）を使用した。

を行って，韓国人の歯冠形質の人類学的位置づけにつ　　　歯の形態の観察は，以下に述べる8種の歯に現れる

いて検討を加えたので報告する。　　　　　　　　　　14形質を延べ22歯冠の項目について行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　上顎切歯
　　　　　　　II材料および方法　　　　　　　　　　1　シヤベル型　　　　　　　P　　　I2

　材料として，1971年6月韓国ソウル特別市内の男子　　B　下顎小臼歯

学生生徒124名，女子学生生徒129名から得た，上顎お　　　　1　舌側咬頭の発達程度　　　　P、　　P2

よび下顎の石膏模型を用いた。調査対象者は，京城，　　　　2　頬・舌両咬頭の中心咬合

京畿の出身者が過半数を占め，その年齢は，14歳から　　　　　面隆線の接続形態　　　　　P且

20歳にわたるが，大部分は15歳から17歳であった　　　3　咬合面溝の形態　　　　　P，

（Table　1，2）。印象採取には当教室所属の歯科医師3　　　4　舌側面近心溝　　　　　　　P，

名があたり，石膏模型作製には，アルギソ酸印象剤　　　C　上顎大臼歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　カラベリー結節　　　　　　Ml

　　　Table　l　Distribution　of　native　place　　　　　　2　遠心舌側咬頭の退化　　　　M1　　M2

　　Place　　　M、1，　F。m。1，　　　3遠心頬側咬頭の退化　　M’　M2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　歯冠の近遠心的圧平　　　　M2
　　Chollanam　　　　　　12　　　　5　　　　　　D　下顎大臼歯

ili臨一i　l　欝1’d　MIM：
　　H。mky。ng。、m　　O　3　　　3第6噸　　　　MI　M・
　　Jeju　　　　　　　　　O　　　　1　　　　　　　4　舌側中間副結節

　　Kangwon　　　　　　4　　　　1　　　　　　　　　（第7咬頭）　　　　　　MI　M2

　　Kyonggi　　　　　　33　　　13　　　　　　5　屈曲隆線　　　　　　　　M，

　　Kyongsangnam　　　　5　　　　2　　　　　　これらの諸形質の特徴と分類基準は酒井6｝による記

　　KyongsangPuk　　　　　7　　　　9　　　　　　載に従ったが，その内容についてはそれぞれの項目の

　　Pusan　　　　　　　　O　　　　2　　　　　　ところで記述する。

　　Pyongannam　　　　　O　　　　5　　　　　　すべての観察は原則として右側の歯について行った

　　P・・nganp”k　　°　2　　カ・，右側噛。つ、、て正融縣力・不可能の場創・は，

認ghaep，1，　21　61　左側の齢用…oe　rkた脚・よ・て・・左右の歯・・と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もに観察が不可能の項目もあった。そのため，各形質

　　　　TQtal　　　　　124　　　129　　　　　　の観察で使用することのできた材料数は必ずしも一定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　していない。

　　Table　2　Distributi。n　of　age（June，1971）　　　　　人種間の比較には・今回の研究において分類基準と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して採用した酒井6）によって報告されたアフガニスタ
　　Age　　Male　　Female　　Tota1　　　　　ソのPashtun男性（コーカサス系人種），日本人男性

　　14　　　15　　　　　0　　　　15　　　　　　・・ワイ人男性と女性（ポリネシア系人種）の資料を用

　　15　　　　　　　43　　　　　　　　　18　　　　　　　　　61　　　　　　　　　　　　し、た。

　　16　　　39　　　　61　　　　100　　　　　　　諸形質の出現頻度の性差と人種差の有意性の判定に

　　17　　　　24　　　　31　　　　55　　　　　　はκ2検定を行い，危険率5％以下を有意とした。

　　18　　　2　　　15　　　17　　　　　　人種間距離の計算には，上記の諸形質のうち

　　ll　l　l　l　・…h・ra7・カ・用・・て・・…べ・醐歯（11）・カラ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リー結節（Mi），　protostylid（Mr），第6咬頭（Ml），

　　Tota1　124　　　129　　　253　　　　　舌側中間副結節（M1），屈曲隆線（M，）の6’形質に
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ついて・Berry，　A，　C．とBerry，　R．　J．16）による生物学　　Berry，　R．　J．16）による3V以上は，危険率5％以下，

的距離の式をHanihara’）が修正した以下の式を用い　　6V以上は危険率1％以下を用いた。

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらにこの距離行列について，Colei7）のfurthest

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　neighbor　methodによるクラスター分析を行って，人

　　　Distance：1）：　　　　　　　　　　　　　　種間の近縁関係を調べた。

嵩｛（・・i－・ω2一俵＋i，、）｝　　　　III結果

　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　上顎切歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　シャベル型

　　　Variance：V＝＝　　　　　　　　　　　　　　　シャベル型切歯とは，上顎切歯舌側面の辺縁隆線が

創÷・÷）｛（e，，一・e，，，）・－Gし・赤）｝　強く肥馴そのため雷踊の陥凹が著・〈・シ・べ

　　　　　　　　　　i＞　　　　　　　　　　　　ル状になっているものをいう。このシャベル型切歯を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井の分類基準6）に従い，shovel，　semi－shovel，

　　　　畠i＝sin－’（1－2凡）　　　　　　　　　　　trace－shove1およびno－shovelに分類した。

　　　　，Pli：1集団i項目の出現頻度　　　　　　　　Table　3は，韓国人の中切歯，側切歯におけるシャ

　　　　N：項目数　　n：個体数　　　　　　　　ベル型切歯の出現頻度を表したものである。中切歯で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，男女ともにsemi－shovelのものが最も多く，男性

人種間距離の有意性の検定は，Berry，　A，　C，と　　で，43．33％，女性で58．06％である。側切歯では，‘男

Table　3　Distribution　Qf　shovelling　on　upper　incisors

Group　　　　Number　of　teeth　　　Shovel　　　Semi－shovel　　Trace・shovel　　No・shoveI

male　　　　　　120　　　　　14（11．67）　　　52（43，33）　　　43（35，83）　　　11（9．17）

fenユale　　　　　　　　　　　124　　　　　　　　　　16　（12．90）　　　　　　72　（58．06）　　　　　　　32　（25，81）　　　　　　　4　（　3．23）

male　　　　　　　120　　　　　27（22．50）　　　39（32．50）　　　51（42，50）　　　3（2，50）

female　　　　　　　　　124　　　　　　　　　28　（22．58）　　　　　53　（42，74）　　　　　　42　（33．87）　　　　　　1　（　0．81）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Tab工e　4　Percentage　frequency　of　shoveliing　on　upper　incisors

・…p　N・m・・・…ee・h　Sh…lS・m・－sh…1謡脇灘1・・a・e－・h・v・1N・一・h・v・1

Pashtun　m，　　　68　　　　1．5　　　　10．3　　　　　11．8　　　　　26。5　　　　61．8

Japanese　m．　　　206　　　　40．3　　　　33．0　　　　　73．3　　　　　24。3　　　　　2，4

Hawaiian　m．　　　　62　　　　　4、8　　　　27．4　　　　　　32．2　　　　　27．4　　　　　40．3

　　　　f．　　　　　　　91　　　　　　　11．0　　　　　　　14．3　　　　　　　　　25．3　　　　　　　　31。9　　　　　　　　42．9

1（orean　　　m，　　　　　　120　　　　　　　11，7　　　　　　　43．3　　　　　　　　　55．0　　　　　　　　34．8　　　　　　　　9．2

　　　，　　f．　．　　　　　124　　　　　　　12．9　　　　　　　58．1　　　　　　　　　　71．0　　　　　　　　　25，8　　　　　　　　　3．2

Pashtun　m，　　　70　　　　1．4　　　　14．3　　　　　15．7　　　　　34．3　　　　50．O

Japanese　m．　　　208　　　　36．1　　　　34，6　　　　　70．7　　　　　22．6　　　　　6，7

Hawaiian　rh，　　　　77　　　　　5．2　　　　19，5　　　　　　24．7　　　　　36，4　　　　　39，0

　　　　f．　　　　　　　105　　　　　　　　5．7　　　　　　　21．0　　　　　　　　　　26．7　　　　　　　　　35．2　　　　　　　　38．l

Korean　m．　　　120　　　　22．5　　　　32．5　　　　　55．0　　　　　42。5　　　　　2．5

　　　　f，　　　　　124　　　　　　22．6　　　　　 42．7　　　　　　　 65．3　　　　　　　33．9　　　　　　　0．8

m：male，　f：female
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Table　5a　Sex　and　racial　differences　in　shovelling　on　upper　central　incisor

Korean　　f． 寧

Japanese　m． ＊　＊ ／

Hawaiian　m． ＊　＊ ／ 率　串

Ilawaiian　f． ／ ＊　＊ ／ 一

Pashtun　　rn， ＊　喉 ／ ＊　＊ ＊　　宰 ／

Korean　m． Korean　f． Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f．

一　No　significant　difference．

　＊　　Significant　difference　at　the　5％　leve1．

＊　串　　Significant　difference　at　the　l％　leveL

Table　5b　Sex　and　racial　differences　of　shovelling　on　upper　lateral　incisor

Korean　　f． 一

Japanese　m． ＊　＊ ／

Hawaiian　m， ＊　坤 ／ 牢　冷

Hawaiian　f， ／ ＊　串 ／ 一

Pashtun　　m． ＊　＊ ／ 牢　串 一
／

Korean　m。 Korean　f， Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f．

一　No　significant　difference．

　＊　　Significant　difference　at　the　5％　level．

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　1eve1．

性ではtrace・shove1が42．50％，女性ではsemi一　の人種間に有意の差（P＜0．01）を認めた。女性の中

shovelが42，74％とおのおの最も出現頻度が高かった。　切歯，側切歯でも韓国人とハワイ人との間に有意の差

男女間の性差をκ2検定で調べたところ，中切歯では　　　（P＜0．01）を認めた（Table　5a，5b）。

有意差（P＜0．05）を認めたが，側切歯では有意の差　　　B　下顎小臼歯

が認められなかった（Table　5a，5b）。　　　　　　　　　1　舌側咬頭の発達程度

　Table　4は酒井6）が報告したPashtun，日本人，バ　　　ー一般に現生人類で退化傾向が著しいとされている下

ワイ人におけるシャベル型切歯の出現頻度と比較した　　顎小臼歯舌側咬頭について，酒井の基準6｝に従い分類

ものである。出現頻度の最も高いのは日本人男性で，　　　した。すなわち，舌側咬頭の発達傾向が著名なものを

中切歯で40，3％，側切歯で36．1％であり，一方，最も　　pronounced，発達程度が軽度であるが独立した咬頭

出現頻度の低いのはPashtun男性で，おのおの1．5％，　頂を有し，周囲歯質と区別できる場合にはweak，咬

1．4％の値を示している。韓国人の値は，男女の中切　　頭または結節の痕跡すら認めない場合をnoとした。

歯，側切歯のいずれも，El本人男性に次いで2番目で　　　　この基準に従って，韓国人男女の舌側咬頭の発達程

ある。ことにshove1とsemi・shove1の合計値はより　　度を分類した結果をTable　6に示す。第1小臼歯に

日本人の値に接近している。シャベル型切歯の出現頻　　おいては，男性ではpronouncedが56．45％，　weak

度について各人種間の差のπ2検定を行ったところ，男　　が37．90％と舌側咬頭の発達程度が著名なものが過半

性の中切歯，側切歯のいずれにおいても，韓国人と他　　数を占め，女性ではweakが60．80％，次いでpro・
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Table．6　Distribution　of　development　of　lingual　cusp　on　lower　premolars

Group　　　　Number　of　teeth　　Pronounced　　　　　Weak　　　　　　No

male　　　　　　　　　　　　　　　124　　　　　　　　　　　　　70　（56．45）　　　　　　　　　47　（37，90）　　　　　　　　　　7　（　5．65）

female　　　　　　　　　　　　　125　　　　　　　　　　　　49　（39．20）　　　　　　　　　76　（60．80）　　　　　　　　　　0　（．0．00）

male　　　　　　　　　　　　　　124　　　　　　　　　　　122　（98．39）　　　　　　　　　2　（　1．61）　　　　　　　　　0　（　O．00）

female　　　　　　　125　　　　　　124（99，20）　　　　　1（O．Se）　　　　　0（0．00）

Nunbers　in　parentheses　indicate　percentages，

Table　7　Percentage　frequency　of　development　of　lingual　cusp　on　lower　premolars

・…p　　　碧器…－ced　Weak楴職「°n°unced　N・
Pashtun　m．　　　　74　　　　　37，8　　　　37．8　　　　　　75．6　　　　24．3
Japanese　m．　　　189　　　　　73．5　　　　21．2　　　　　　94．7　　　　　5．3
Hawaiian　m．　　　　88　　　　　23．9　　　　46．6　　　　　　70．5　　　　　29．6
　　　　　　　　f．．　　　　　108　　　　　　　48．2　　　　　　38，0　　　　　　　　　86．2　　　　　　　13．9

Korean　　rn，　　　　　124　　　　　　　　56．5　　　　　　　37，9　　　　　　　　　　94．4　　　　　　　　5。7

　　　　　　　　f，　　　　　　　125　　　　　　　　　　39．2　　　　　　　　60．8　　　　　　　　　　　100，0　　　　　　　　　　0

Pashtuh　m，　　　　72　　　　　88．9　　　　　6．9　　　　　　95．8　　　　　4．2
Japanese　m，　　　　　188　．　　　　　　96．8　　　　　　　3．2　　　　　　　　100．0　　　　　　　　0

Hawaiian　m，　　　　88　　　　　　95．5　　　　　4．6　　　　　　100．0　　　　　　0
　　　　　　　　f．　　　　　　　106　　　　　　　　　　96．2　　　　　　　　　3．8　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　0

Korean　m，　　　124　　　　　98．4　　　　　1．6　　　　　　100．0　　　　　0
　　　　　　　　f，　　　　　　　125　　　　　　　　　99．2　　　　　　　　　0．8　　　　　　　　　　100，0　　　　　　　　　0　　，

Table　8a　Sex　and　racial　differences　of　development　of　lingual　cusp　on　lower　first　premolar

Korean　f， 寧　＊

Japanese　m， ＊　＊
　！^

Hawaiian　m． 串　寧 ／ ＊　＊

Hawaiiall　f， ／ ＊　申 ／ ＊　　＊

Pashtun　m， 亭　＊ ／ ＊　＊
一 ／

Korean　m． Korean　f， Japanese　m， Hawaiian　m． Hawaiian　f．

b

　一　No　signi且cant　difference．

　＊　Significant　difference　at　the　5％　1eve1，

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　1eve1，

Table　8b　Sex　and　racial　differen，ces　of　development　of　lingual　cusp　on　Iower　second　premolar

Korean　f。 一

Japanese　m． 一 ／

Hawaiian　m， ㎜ ’　／　　　． 一

Hawaiian　f． ／ ｝ ／ ㎜

Pashtun　rn． ＊ ／ ＊

｛ ／

Korean　m． Korean　f． Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　No　significant　differenとe．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　Significant　difference　at　the　5％　level．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　＊　　Significant　difference　at　the　1％　level，
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nouncedが39．20％であった。これら男女の値の間に　　歯での舌側咬頭の発達程度は，　Pashtunを除いたどの

は，1％の危険率で有意の差が認められた（Table　　人種でもpronouncedが95％以上の高い値を示してお

8a）。第2小臼歯では，男女ともにpronouncedが　　り，韓国人男女の値が最も高くなっている。また，韓

98～99％と，ほとんどすべてが著名な発達程度を示し，　国人男性はPashtun男性との間で有意の差（Pく

性差は認められなかった（Table　8b）。　　　　　　　　O．05）を示したが，それ以外では韓国人男女とも他の

　韓国人と他の人種を比較すると（Table　7），男性の　　人種との間に差を認めなかった（Table　8b）。

第1小臼歯では日本人のpronQuncedの率が最も高く，　　2　頬・舌両咬頭の中心咬合面隆線の接続形態

ついで韓国人，Pashtun，・・ワイ人の順になっている。　　下顎第1小臼歯において，頬・舌両咬頭の中心咬合

κ2検定では，韓国人と日本人，・・ワイ人，Pashtunの　　面隆線が尾根状に高くなり，両者が接続して1本の連

間にそれぞれ有意の差（P＜0．01）を認めた。一方，　　合隆線が作られることがある。酒井らs），酒井6）は，こ

女性の第1小臼歯では韓国人とハワイ人の間に有意の　　の接続形態を3つの類型に分類している。すなわち，

差（P＜0．01）が認められた（Table　8a）。第2小臼　　中心咬合面隆線が接続していない独立型のものをno，

Table　g　Distribution　of　fused　lingual　cusp　on　lower丘rst　premolar

Group　　　　Number　of　teeth　　　　Pronounced　　　　　Weak　　　　　No

male　　　　　　　　　124　　　　　　　　　16（12．90）　　　　　35（28．23）　　　73（58．87）

female　　　　　　　　　　　　　l25　　　　　　　　　　　　　　20　（16，00）　　　　　　　　44　（35。20）　　　　　61　（48．80）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages，

Table　10　Percentage　frequency　of　fused　lingual　cusp　on　lower丘rst　premolar

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　of
Group　　Number　of　teeth　Pronounced　　　Weak　　　pronounced　　　　No
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　weak

Pashtun　m．　　　　74　　　　　　32．4　　　　　　33．8　　　　　　66，2　　　　　　33．8

Japanese　m．　　　　　　190　　　　　　　　　10．5　　　　　　　　　27，4　　　　　　　　　37．9　　　　　　　　　62．1

Hawaiian　m．　　　　88　　　　　　3L8　　　　　　29．6　　　　　　61．4　　　　　　38，6
　　　　　f．　　　　　　　　109　　　　　　　　　　　18．4　　　　　　　　　　　11，9　　　　　　　　　　30，3　　　　　　　』　　69．7

Korean　rn．　　　　124　　　　　　12．9　　　　　　28．2　　　　　　41．1　　　　　　58，9

　　　　　f．　　　　　　　　125　　　　　　　　　　　16．0　　　　　　　　　　35．2　　　　　　　　　　　51．2　　　　　　　　　　　48．8

Table　ll　Sex　and　racial　differences　of　fused　Iingual　cusp　on　lower　first　premolar

Korean　f． 一

Japanese　m， 一 ／

Hawaiian　m． ＊　＊ ／ ホ　＊

Hawaiian　f． ／ 串　＊ ／ ＊　　＊

Pashtun　m， ＊　串 ／ ホ　＊ ／ ’　　／

Korean　m， Korean　f． Japanese　m， Hawaiian　m， Hawaiian　f．

一　No　signi行cant　difFerence．

　＊　　Significant　difference　at　the　5％　1evel．

＊　串　Significant　difference　at　the　1％　1evel，
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Table　12　Distribution　of　occlusal　groove　pattern　on　lower　second　premolar

Group　　　　　　Number　of　teeth　　　　　　U　　　　　　　　　Y　　　　　　　　H

male　　　　　　　　　　　　　　　　123　　　　　　　　　　　　10　（　8．13）　　　　　　　46　（37．40）　　　　　67　（54．47）

female　　　　　　　　　　126　　　　　　　15（11．90）　　　　14（11．11）　　　97（76．98）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　13　Percentage　frequency　of　occlusal　groove　pattern　on　lower　second　premolar

Group　　　　　　　Number　of　teeth　　　　　U　　　　　　　　　Y　　　　　　　　　H

Pashtun　m．　　　　　　71　　　　　　　25，4　　　　　　　18，3　　　　　　　56．3

∫apanese　m，　　　　　　185　　　　　　　14．1　　　　　　　29．7　　　　　　　56，2

Hawaiian　m．　　　　　　　　88　　　　　　　　11．4　　　　　　　　39．8　　　　　　　　48．9

　　　　f．　　　　　　　　　　　　105　　　　　　　　　　　　　　9．5　　　　　　　　　　　　　32．4　　　　　　　　　　　　　58．1

Korean　m．　　　　　　123　　　　　　　8．1　　　　　　　37，4　　　　　　　54．5

　　　　f．　　　　　　　　　　　　126　　　　　　　　　　　　　11，9　　　　　　　　　　　　　11．1　　　　　　　　　　　　　77．0

Tab工e　14　Sex　and　racial　differences　of　occlusal　groove　pattern　on　lower　second　premolar

Korean　f． ＊　率

Japanese　In， 一 ／

Hawaiian　rn． 一 ／ 一

Hawaiian　f． ／ ＊　　＊ ／ 一

Pashtun　m， ＊　串 ／ ＊ ＊　　串 ／

Korean　m． Korean　f． Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f， 馬

一　No　significant　difference．

　承　　Signi員cant　difference　at　the　5％　Ieve1．

寧　串　　Significant　difference　at　the　1％　Ievel．

結合の弱いものをweak，結合が強く頬側咬頭の中心　　　（P＜0．01）を認めた。しかし，女性では韓国人のほ

隆線が中断することなく経過し，舌側咬頭頂と結合し　　うがハワイ人より独立型を示すnoの率が有意（Pく

ているものをpronouncedとした。　　　　　　　　　　O，01）に少なくなっている（Table　10，11）。

　この基準のもとに，韓国人の中心咬合面隆線の接続　　　3　咬合面溝の形態

形態を調べた。Table　9に示すごとく，男女ともnoが　　　下顎第2小臼歯咬合面溝の形態は，舌側咬頭および

最も多く，次いでweakそしてpronouncedの順であ　　副咬頭の発達程度によって，　U字型，　Y字型，　H字

った。これは，韓国人においては，両咬頭が独立して　　型の3型に分けられる6｝。この基準に基づいて，韓国

いる形態のものが多いことを示している。男女間には　　人男女の下顎第2小臼歯咬合面溝の形態を分類した

有意の差は認められなかった（Table　11）。　　　　　　　（Table　12）。その結果，韓国人においては，　H字型

他人種との比較では，独立型の接続形態であるno　　が男女とも最も多く出現した。これは，副咬頭は宋分

が男性においては韓国人と日本人では多くなっている。　化であるが舌側咬頭が良く発達している形態が多いこ

κ2検定では，韓国人と日本人の間には有意差がなく，　　とを示している。しかし，その出現頻度には男女間に

韓国人とハワイ人およびPashtunのあいだに有意差　　有意の差（PくO．Ol）があり，男では，　H字型，　Y
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字型，U字型の順に54．47％，37．40％，8，13％，女　　咬頭は，日本人やハワイ人と同様，　Pashtunよりも発

では76。98％，11，11％，11．90％，であった。これは，　　達していることを示している。しかし，女性では韓国

男性では舌側咬頭と副咬頭の双方が発達したY字型　　人とハワイ人の間に有意の差（PくO．Ol）が認められ

を示すものが比較的に多く，女性では，副咬頭が未分　　た。

化で舌側咬頭が良く発達したH字型の形態がより多　　　4　舌側面近心溝

いことを示している（Table　14）。　　　　　　　　　　下顎第1小臼歯の舌側面の近心側に，咬合面より延

　韓国人と他の人種を比較したデータをTable　13，　　長した溝，すなわち舌側面近心溝が認められる。この

14に示した。これでみると，男性群の比較では，4人　　舌側面近心溝の出現頻度は，韓国人の男女ともに40％

種のH字型の出現率はほぼ同じであるが，Y字型の　　弱であった（Table　15）。性差は認められなかった

出現率は・・ワイ人で最も高く，次いで韓国人，日本人　　　（Table　17）。

と続き，最も低いのがPashtunであった。κ2検定で　　　人種的にみると，舌側面近心溝の出現頻度は，男性

は，韓国人とハワイ人および日本人の間には有意の差　　ではPashtunで最も高く，次いで，・・ワイ人，韓国

が認められず，Pashtunのみとの間に有意の差（P＜　　人，日本人の順であった（Table　16）。κ2検定では韓

0，01）を認めた。このことは，韓国人の香側咬頭と副　　国人と日本人との間には有意の差（PくO．Ol）が見ら

Table　15　Distribution　of　mesial　groove　of　lingual　surface　on　lower　first　premolar

Group　　　　　　　Number　of　teeth　　　　With　groove　　　　　No　groQve

male　　　　　　　　　　　　124　　　　　　　　　49（39，52）　　　　　　　75（60．48）

female　　　　　　　　　　　　　　　　　　125　　　　　　　　　　　　　　46　（36．80）　　　　　　　　　　　　79　（63．20）

Numbers　ln　parentheses　indicate　percentages．

Table　16　Percentage　frequency　of　mesial　grQove　of　lingual　surface　on　lower　first　premolar

Group　　　　　Number　of　teeth　　　　With　groove　　　　　No　groove

Pashtun　m，　　　　　　　74　　　　　　　　　　51．4　　　　　　　　　　48，6

Japanese　m，　　　　　　　　　　　　190　　　　　　　　　　　　　　　　　　21，1　　　　　　　　　　　　　　　　　78，9

Hawaiian　m，　　　　　　　89　　　　　　　　　　42．7　　　　　　　　　　57．3

　　　　f，　　　　　　　　　　　　　111　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．1　　　　　　　　　　　　　　　　　64．9

Korean　m．　　　　　　　124　　　　　　　　　　　39．5　　　　　　　　　　　60．5

　　　　f．　　　　　　　　　　　　　125　　　　　　　　　　　　　　　　　　36．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　63．2

Table　17　Sex　and　raciai　differences　of　mesial　groQve　of　lingual　surface　Qn　lower　first　premolar

Korean　f． 『

Japanese　m． ＊　＊ ／

Hawaiian　m． 　 ／ ＊　　串

Hawaiian　f， ／
一 ／ 『

Pashtun　m． ㎝ ／ ＊　率 一τ嗣 ／

Korean　m． Korean　f， Japanese　m， Hawaiian　m． Hawaiiall　f．

一　No　significant　difference．

　＊　　Signi丘cant　difference　at　the　5％　leveL

＊　電　Signi且cant　difference　at　the　1％　level，
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れたが，その他の人種との間には差が認められなかっ　　％，30．23％となった。この出現率における性差は認

た。女性でも韓国人と・・ワイ人の間に差を認めなかっ　　められなかった（Table　18）。．

た（Table　17）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラベリー結節の出現率の最も高い人種は，男性で

C　上顎大臼歯　　　　　　　　　　　　　　　　　はPashtunで，日本人，韓国人がそれに続きハワイ

1　カラベリー結節　　　　　　　　　　　　　　人が最も少ない（Tab正e　19）。κ2検定では韓国人と

　上顎大臼歯歯冠の舌側面近心部に出現するカラベリ　　Pashtunの間には有意の差（P＜〔〕．05）が見られたが，

一結節（Tuberculurn　anomalum，　Carabelli）18）を，酒　　日本人，ハワイ人との間には有意差が認められなかっ

井と花村19），酒井6｝の分類に従ってpronounced　cusp，　　た（Table　20）。女性では韓国人が・・ワイ人よりもや

wealc　cusp，　pit　and　furrow，　nQ、cuspの4段階に分けて　　や高い出現率を示したが有意の差はなかった（Table

その出現率を調べた。上顎第1大臼歯における韓国人　　19，20）。

男女のカラペリー結節の出現率は，pronouncedと　　2　遠心舌側咬頭の退化

weakのcuspを合わせるとそれぞれ24，39％，14．73　　　Dahlberg（1949）1｝と酒井6）の分類に従って，韓国人

％で，pit　and　furrowをも加えると，それぞれ39．02　　の上顎大臼歯遠心舌側咬頭（hypocone）の退化程度

Table　18　Distribution　of　Carabelli’s　cusp　on　upper　first　molar

・…p　隠艦監P「°欄ced　Weak・u・p　P…nd・・rr・w　N・c・・p

male　　　　　　　　　　123　　　　　　　　8　（　6．50）　　　　　22　（17，89）　　　　　18　（14．63）　　　　　75　（60。98）

female　　　　　　　　l29　　　　　　　　2　（　1．55）　　　　　17　（13．18）　　　　　20　（15．50）　　　　　90　（69．77）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages，

Table　19　Percentage　frequency　of　Carabelli’s　cusp　on　upper丘rst　molar

Group　　　　Nvmber　of　teeth　Pronounced　cusp　Weak　cusp　Pit　and　furrow　　No　cusp

Pashtun　　m，　　　　　　71　　　　　　　　14．1　　　　　　　　21．1　　　　　　　　23．9　　　　　　　　40．9

Japanese　nユ．　　　　　　204　　　　　　　　　1L8　　　　　　　　　25．0　　　　　　　　　16．7　　　　　　　　　46．6

Hawaiian　m．　　　　112　　　　　　5．4　　　　　　11．7　　　　　　7．1　　　　　　75，9

　　　　　f．　　　　　　　　134　　　　　　　　　　　　7．5　　　　　　　　　　　8．2　　　　　　　　　　　11．2　　　　　　　　　　　73．1

Korean　　m．　　　　123　　　　　　　　6．5　　　　　　　17，9　　　　　　　14．6　　　　　　　61．O

　　　　f，　　　　　　　　129　　　　　　　　　　　　1．6　　　　　　　　　　13．2　　　　　　　　　　　15．5　　　　　　　　　　　69．8

Table　20　Sex　and　racial　differences　of　Carabelli’s　cusp　on　upper　first　rnolar

KQrean　f． 『

Japanese　m． 『 ／

Hawaiian　m． ㎜ ／ ＊　岩

Hawaiian　f． ／
一 ／

一

Pashtun　m． ＊ ／ …隔 ＊　＊ ／

Korean　m． Korean　L ∫apanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f．

一　No　significant　difference．

　＊　　Significant　difference　at　the　5％　1eveL

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　leveL
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を調べた。Table　21に示すごとく，第1大臼歯にお　　　酒井6）の資料には第1大臼歯についての記載がない

いては，hypoconeの発達程度が4と良いものが，男　　ので，第2大臼歯についてのhypoconeの退化傾向を

52，03％，女40．65％であるのに対し，hypoconeが退　　人種間で比較すると，退化傾向の最も大きいのが男性

化して欠如している3は，男女とも1％以下であった。　では韓国人で，ついでPashtun，日本人，ハワイ人の

第2大臼歯では，発達が良くて4を示すものは男女と　　順に退化傾向が減少した（Table　22）。κ2検定では韓

もにまったくなく，逆に欠如している3が男27．64％，　　国人とPashtunの問（P＜O，05），韓国人と日本人，

女33．33％と増加するのが認められた。すなわち，第　ハワイ人の間（P＜O．Ol）にそれぞれ有意の差が見ら

2大臼歯の方がより退化傾向を示した。韓国人男女間　　れた。また女1生でも韓国人とハワイ人の間に有意の差

には，第1大臼歯，第2大臼歯ともにhypoconeの退　　　（P＜0。01）が認められた（Table　23）。

，化傾向に関して，性差は認められなかった（Table　23）。　　3　遠心頬側咬頭の退化

Table　21　Distribution　of　hypocone　reduction　on　upper　molars

Group　　　　Number　of　teeth　　　　4　　　　　　　4－　　　　　　　3十　　　　　　　3

male　　　　　123　　　　64（52．e3）　　　58（47，15）　　　0（O．OO）　　　1（O．81）

fenユale　　　　　　　　123　　　　　　　　　50　（40．65）　　　　　　72　（58，54）　　　　　　0　（　0．00）　　　　　　　1　（　0．81）

nユale　　　　　　　　　123　　　　　　　　　0　（　0．00）　　　　　46　（37，40）　　　　　43　（34．96）　　　　　34　（27，64）

female　　　　123　　　　　0（0．00）　　　49（39、84）　　　33（26．83）　　　41（33．33）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　22　Percentage　frequency　of　hypocone　reduction　on　upper　second　molar

Group　　　　　　　　　Number　of　teeth　　　　4　　　　　　4－　　　　　　3十　　　　　　　3

Pashtun　　m．　　　　　　71　　　　　　　　　7，0　　　　　　　40．9　　　　　　　28．2　　　　　　　23．9

Japanese　m．　　　　192　　　　　　8．3　　　　　57。8　　　　　19．8　　　　　14，1

Hawaiian　m，　　　　103　　　　　　35．9　　　　　57．3　　　　　4，9　　　　　1．9

　　　　　f．　　　　　　　　120　　　　　　　　　　　30．0　　　　　　　　　56．7　　　　　　　　　10，8　　　　　　　　　　2。5

Koreall　m．　　　　123　　　　　　0．0　　　　　37．4　　　　　35．0　　　　　27．6

　　　　　f．　　　　　　　　　123　　　　　　　　　　　　0．0　　　　　　　　　39．8　　　　　　　　　26．8　　　　　　　　　33．3

Table　23　Sex　and　racial　differences　of　hypocone　reduction　on　upper　second　molar

Korean　f， 一

Japanese　m， 寧　寧 ／

Hawaiian　m。 ホ　＊ ／ 寧　＊

Hawaiian　f． ／ ＊　＊ ／
｝

Pashtun　m． ＊ ／
｝

寧　＊ ／

Korean　m， Korean　f． Japanese　m． Rawaiian　m． Hawaiian　f．

一　No　signi丘cant　difference，

　＊　　Significant　difference　at　the　5％　Ievel，

＊　＊　　Signi且cant　difference　at　the　1％　Ievel，
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Table　24　Distribution　of　metacone　reduction　on　upper　mQlars

Group　　　　　　Number　of　teeth　　　　No　　　　　　　Weak　　　　Pronounced

male　　　　　　　118　　　　　　110（93．22）　　　　　　8（6．78）　　　　0（O．OO）
female　　　　　　　　　120　　　　　　　　　　111　（92．50）　　　　　　　　　　9　（　7．50）　　　　　　　0　（　0．00）

male　　　　　　118　　　　　　　92（77．97）　　　　　　26（22．03）　　　　0（0．00）
female　　　　　　　　　120　　　　　　　　　　　95　（79．17）　　　　　　　　　23　（19．17）　　　　　　　2　（　1．67）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　25　Percentage　frequency　of　metacone　reduction　on　upper　molars

Group　　　　　　　　Number　of　teeth　　No　　　　　Weak　　　　Pronounced

Pashtun　m，　　　　　71　　　　　　77，5　　　　　　19．7　　　　　　　2．8
Japanese　m．　　　　204　　　　　　82，3　　　　　　14．7　　　　　　　2．9

Hawaiian　m，　　　　111　　　　　　90．1　　　　　　99　　　　　　　00
　　　　　　　　f．　　　　　　　　134　　　　　　　　　　　92．5　　　　　　　　　　　6．7　　　　　　　　　　　　　0，8

Korean　m．　　　　118　　　　　　93．2　　　　　　6．8　　　　　　　0，0
　　　　　　　　f．　　　　　　　　120　　　　　　　　　　　92．5　　　　　　　　　　　7．5　　　　　　　　　　　　　0．0

Pashtun　　m．　　　　　　71　　　　　　　　35，2　　　　　　　　35．2　　　　　　　　　29．6

Japanese　m，　　　　197　　　　　　72．1　　　　　　19．8　　　　　　　8．1
Hawaiian　m．　　　　104　　　　　　74．0　　　　　　20，2　　　　　　　5．8
　　　　　　　　f．　　　　　　　　121　　　　　　　　　　　74．4　　　　　　　　　　　18．2　　　　　　　　　　　　　7．4

Korean　m．　　　　118　　　　　　78．0　　　　　　22．0　　　　　　　0，0
　　　　　　　　f．　　　　　　　　　120　　　　　　　　　　　79，2　　　　　　　　　　　19．2　　　　　　　　　　　　　　1．7

Table　26a　Sex　and　racial　differences　of　metacone　reduction　on　upper　fir＄t　molar

Korean　　f． 一

Japanese　m． ＊　＊ ／

Hawaiian　m． ．一 ／ 一

Hawaiian　f． ／
一 ／ 一

Pashtun　　m． ＊　‡ ／
一

串 ／

Korean　m． Korean　f． Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f，

　一　No　significant　difference．

　＊　Significant　difference　at　the　5％Ievel．

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　level．

Table　26b　Sex　and　racial　differences　of　rlletacone　reduction　on　upper　second　molar

Korean　　f． 一

Japanese　m． ＊　＊ ／

Hawaiian　m． ＊ ／ 『

Hawaiian　f． ／
一 ／ 一

Pashtun　m． ＊　‡ ／ ＊　　＊ ＊　ネ ／

Korean　m，　　．

Korean　f． Japanese　In． Hawaiian　m． Hawaiian　f．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　No　signi且cant　difference．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　Significan亡difference　at　the　5％　IeveL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　＊　串　　Significant　difference　at　the　1％　1eve1，
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　鈴木と酒井2°｝ならびに酒井6〕の分類に従って，韓国　　差（Pく0．01）が認められたが，・・ワイ人との間には

人の上顎大臼歯遠心頬側咬頭（metacone）の退化程　　有意差はなかった。女性では韓国人とハワイ人め間に

度を調べた。Table　24に示すごとく，第1大臼歯で　　は有意の差がなかった（Table　25，26a）。第2大臼歯

は，metacone退化がないものが男女とも90％を超え　　でもmetaconeの退化傾向は，男性でPashtunが非常

ており，高度退化のものは1例もなかった。第2大臼　　に強く，以下第1大臼歯の退化傾向と同様の順位で日

歯では，軽度の退化傾向を示す率が約20％に増え，逆　　本人，ハワイ入と続き韓国人が最も低かった。κ2検定

に，退化のないものが78～79％に減少した。韓国人男　　では韓国人と日本人，Pashtunの間（P＜0，01），韓

女間には，第1大臼歯，第2大臼歯とも，metacone　　国人と・・ワイ人の間（P＜0．05）に有意の差が見られ

の退化傾向に関して，性差は認められなかった　　た。しかし女性では韓国人とハワイ人の間の差は認め

（Table　26）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　られなかった（Table　25，26b）。

　人種間で比較すると，第1大臼歯のmetacone退化　　　4　歯冠の近遠心的圧平

傾向は，男性ではPashtunで高く，日本人，ハワイ　　　歯冠の近遠心的圧平は，上顎大臼歯歯冠退化の1形

人と続き，韓国人で最も低い退化傾向を示したが，x2　　式として見られるもので，鈴木と酒井2°）はこれをその

検定では韓国人とPashtun，日本人との間には有意の　　程度によって，強，弱の2型に分類した。　Table　27

Table　27　Distribution　of　mesiodistally　compressed　upper　second　mQlar

Group　　　　Number　of　teeth　　　　　　No　　　　　　Weak　　　Pronounced

male　　　　　　　　　118　　　　　　　　　97（82．20）　　　　　21（17．80）　　　0（0．00）

female　　　　　　　　120　　　　　　　　104（86．67）　　　　14（11．67）　　　2（1．67）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　28　Percentage　frequency　of　mesiodistally　compressed　upper　second　molar

Group　　　　Number　of　teeth　　　　No　　　　　　　Weak　　　　Prollounced

Pashtun　m．　　　　　71　　　　　　　　63．4　　　　　　　　26。8　　　　　　　　9．9

Japanese　m，　　　　194　　　　　　　　87．6　　　　　　　　10．3　　　　　　　2．1

Hawaiian　m．　　　　　104　　　　　　　　　92。3　　　　　　　　　6，7　　　　　　　　　1，0

　　　　f，　　　　　　　　　121　　　　　　　　　　　　　　94，2　　　　　　　　　　　　　　　4，1　　　　　　　　　　　　　　1．7

Korean　m．　　　　　118　　　　　　　　　82．2　　　　　　　　　17，8　　　　　　　　　0，0

　　　　f．　　　　　　　120　　　　　　　　　　　86．7　　　　　　　　　　　11．7　　　　　　　　　　　1．7

Table　29　Sex　and　racial　differences　of　mesiQdistally　compressed　upper　second　Inolar

Korean　f． 『

Japanese　m． 『 ／

Hawaiian　m． ＊ ／ ｝

Hawaiian　f． ／ 一㎜一 ／ …

Pashtun　m， ＊　＊ 串　串 ＊　＊ ＊　　串 ／

Korean　m． Korean　f， Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f．

一　No　significant　difference．

　＊　　Signi丘cant　difFerence　at　the　5％　leve1，

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　1evel．
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は酒井6）・6D基準に従って上顎第2大臼歯歯冠の近遠心　　韓国人と日本人の間に有意差は認められなかった。し

的圧平を，その程度によってno，　weak，　pronounced　　かし，韓国人とPashtunの間（P＜0．01）およびハ

に分け，男女別にその出現率を示したものである。韓　　ワイ人との間（P＜0．05）には，近遠心的圧平の出現

国人では圧平のないものが男女とも80％台であり，圧　　率に有意の差があった。しかし，女性では韓国人とハ

平のあるものはぎわめて少なかった。男女間に圧平の　　ワイ人との間に有意差は認められなかった（Table

出現率における有意差は認められなかった（Table　　29）。

29）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　下顎大臼歯

人種間の比較を見ると，男性で近遠心的圧平の出現　　　1　Protostylid

率が最も高いのはPashtunで，次いで韓国人，日本　　　これは，下顎大臼歯頬側面の近心部位に限って頬側

人，ハワイ人の順で出現率が低くなっている（Table　　面溝に近接して現れる鈍い隆起である18）。酒井6｝の分

28）。韓国人の出現率は，ほぼ日本人のそれに近く，　　類基準に従ってprotostylidの発達程度をpro・

Table　30　Distribution　of　protostylid　on　lower　mQlars

Group　　　　Number　of　teeth　Pronounced　　Moderate　　　Weak　　　　　No

male　　　　　124　　　　　0（0．00）　　　1（0．81）　　　7（5．65）　　　116（93．55）

female　　　　　　　l29　　　　　　　　0　（　0．00）　　　　　　0　（　0．00）　　　　　　6　（　4．65）　　　　　123　（95，35）

male　　　　　124　　　　　0（O．OO）　　　1（0．81）　　　1（0，81）　　　122（98．39）

fe1皿ale　　　　　　　129　　　　　　　　0　（　0，00）　　　　　　0　（　0．00）　　　　　　1　（　0．78）　　　　　128　（99．22）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　31　Percentage　frequency　of　protostylid　on　Iower　first　molar

Group　　　　　　Number　of　teeth　Pronounced　　Moderate　　　Weak　　　　No

Pashtun　m，　　　　63　　　　　　0．0　　　　　　0．0　　　　　　　1．6　　　　　98．4

Japanese　m．　　　　154　　　　　　1．3　　　　　　4．5　　　　　　16，9　　　　　77．3

Hawaiian　m．　　　　96　　　　　　0，0　　　　　　4．2　　　　　　　2．1　　　　　93．8

　　　　　f．　　　　　　119　　　　　　　　 0，0　　　　　　　　 5．9　　　　　　　　　　3．4　　　　　　　90．8

Korean　m，　　　124　　　　　　0．0　　　　　　0．8　　　　　　5．7　　　　　93．6

　　　　　f，　　　　　　129　　　　　　　　 0．0　　　　　　　　　0，0　　　　　　　　　　4．7　　　　　　　95．4

Table　32　Sex　and　racial　differences　protostylid　on　lower丘rst　molar

Korean　　f， 一

Japanese　m． ＊　＊ ／

Hawaiian　m． 一 ／ ＊　串

Hawaiian　f． ／ ＊ ／ 一

Pashtun　m． 一 ／ ＊　　＊

一 ／

Korean　m． Korean　f， Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f．

一　　No　significant　difference．

　＊　　Significant　difference　at　the　5％　leveL

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　level．
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Table　33　Distribution　of　cusp　number　on　lower　molars

Group　　　　　　　　Number　of　teeth　　　　　　　5－cusp　　　　　　　　　4－cしlsp

Ml
male

??高≠撃

124

P29

124

P29

（100．0）

i100．0）

00 （0，00）

i0．00）

M2
male

??高≠撃

124

P29

77

V5

（62，10）

i58，14）

47

T4

（37．90）

i41，86）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　34　Percentage　frequency　of　cusp　number　on　lower　molars

Group　　　　　　　　　　　　Number　of　teeth　　　　　　　5－cusp　　　　　　　　4－cusp

M，

M2

Pashtun　m．　　　　　　106　　　　　　　　　　79．2　　　　　　　　　20．8

Japanese　m，　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　　　　　　　98．7　　　　　　　　　　　　　　　　1．3

Hawaiian　m．　　　　　　87　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　0，0

　　　　f．　　　　　　　　　　　　110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．9

KQrean　m，　　　　　　124　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　0．O

　　　　f，　　　　　　　　　　　129　　　　　　　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　　　　　　　　0，0

Pashtun　m．　　　　　　116　　　　　　　　　　　6．0　　　　　　　　　94，0

Japanese　m，　　　　　　98　　　　　　　　　　55．4　　　　　　　　　44．6

Hawaiian　m．　　　　　　89　　　　　　　　　　　40．4　　　　　　　　　　59．6

　　　　f．　　　　　　　　　　　　108　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　63．O

Korean　m．　　　　　　124　　　　　　　　　　　62．1　　　　　　　　　　37．9

　　　　f，　　　　　　　　　　　129　　　　　　　　　　　　　　　　　　58，1　　　　　　　　　　　　　　　　　41．9

nounced，　moderate，　weak，　noの4段階にわけて，そ　　いる。第1大臼歯では，男女ともすべて5咬頭であり，

の出現率を調べ，Table　30に示した。これに見られ　　第2大臼歯では，5咬頭が約60％，4咬頭が約40％で

るように，韓国人ではprotostylidの出現率はぎわめ　　あった。性差は認められなかった（Table　35a，35b）。

て低く，下顎第1大臼歯で男性6．46％，女性4．65％，　　　　人種的に比較してみると，第1大臼歯の咬頭数は，

第2大臼歯ではさらに少なく，男性1．62％，女性0．78　　Pashtunを除き，その他の人種では男女ともほぼ100

％に過ぎなかった。性差は認められなかった（Table　　％近くが5咬頭であった。一方，第2大臼歯では，5

30，32）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咬頭の出現率が男女とも韓国人で最も多く，日本人男

　人種別にみると，下顎第1大臼歯においてproto．　　性がこれにつぎPashtunの男性では大部分が4咬頭

stylidの出現率の最も高いのは，日本人男性で約23％，　　であった（Table　34）。韓国人と有意差を認めた人種

韓国人を含む他の人種では，男女のいずれにおいても　　は，男性の第1大臼歯ではPashtun（P〈O．Ol），第

10％以下の出現率であった（Table　31）。κ2検定による　　2大臼歯では・・ワイ人とPashtun（P〈0．01）であっ

と，男性では韓国人と日本人の間（P＜0。01），女性　　た。また女性では第2大臼歯において韓国人とハワイ

では韓国人とハワイ人の間（P＜0．05）に有意の差が　　人の間に有意差（P＜0．01）が認められた（Table

認められた（Table　32）。なお第2大臼歯については　　35a，35b）。これらのことより，韓国人ではhypo．

酒井6｝に記載がないので比較できない。　　　　　　　　conulidの退化消失が，日本人と同様，比較的少ない

2　咬頭数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものと思われた。

　下顎大臼歯の基本形態は5咬頭であるが，現生人類　　　3　第6咬頭

ではそのうちの遠心咬頭（hypoconulid）が退化消失　　　ヒトの下顎大臼歯の遠心舌側咬頭（entoconid）と

して4咬頭歯となることがある6）。Table　33は，韓国　　遠心咬頭（hypoconulid）の間に出現する過剰結節を

人男女における下顎大臼歯の咬頭数の出現率を示して　　第6咬頭（Tuberculum　sextum）という18｝。酒井6）の
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Table　35a　Sex　and　racial　differences　of　cusp　number　on　lower　first　molar

Korean　　f． ｝

Japanese　m． 一
／

Hawaiian　m、 ｝
／ 一

Hawaiian　f． ／ 一 ／ 一

Pashtun　　m． ＊　＊ ／ ＊　串 ＊　　＊ ／

Korean　m． Korean　f． Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f，

　一　No　signi最cant　difference．

　＊　　Significant　difference　at　the　5％1evel．

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　leveL

Table　35b　Sex　and　racial　differences　of　cusp　number　on　lower　second　molar

Korean　　f． …

Japanese　m． 一 ／

Hawaiian　m． 率　＊ ／ 串

Hawaiian　f， ／ ＊　　＊ ．／
一

Pashtun　m． ＊　＊ ／ ＊　＊ 卓　　‡ ／

Korean　m． Korean　f。 Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f，

一　No　significant　difference．

　＊　　Significant　d玉fference　at　the　5％　leveL

窟　＊　　Significant　difference　at　the　1％　level，

Table　36　Distribution　of　the　sixth　cusp　on　IQwer　molars

Group　　　　Number　of　teeth　Pronounced　　Moderate　　　Weak　　　　　No

M【

M2

male　　　　　124　　　　　1（0．81）　　　4（3．23）　　　16（12．90）　　103（83，06）

female　　　　129　　　　　2（1．55）　　　7（5，43）　　　12（9．30）　　　108（83．72）

male　　　　　124　　　　　1（0．81）　　　5（4，03）　　　　7（5．65）　　　111（89．52）

female　　　　129　　　　　2（1．55）　　　7（5．43）　　　　8（6．20）　　　112（86，82）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　37　Percentage　frequency　of　sixth　cusp　on　lower　molars

Group　　　　　‘　Number　of　teeth　Pronouned　Moderate　　　Weak　　　　No

M1

M2

Pashtun　　m．　　　　　　104　　　　　　　　0．0　　　　　　　1．0　　　　　　　　　5，8　　　　　　　93．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
Japanese　m，　　　　147　　　　　　2．7　　　　　8．8　　　　　　17．7　　　　　70．8

Hawaiian　m．　　　　　69　　　　　　2．9　　　　　27，5　　　　　　21．7　　　　　　47．8

　　　　　　　　f．　　　　　　　　89　　　　　　　　　4．5　　　　　　 23．6　　　　　　　　　15．7　　　　　　　　56．2

Korean　　m．　　　　　124　　　　　　　0．8　　　　　3．2　　　　　　　12，9　　　　　　83，1

　　　　　　　　f．　　　　　　　129　　　　　　　　　1．6　　　　　　　5．4　　　　　　　　　9．3　　　　　　　　83．7

Pashtun　m．　　　　116　　　　　　0，0　　　　　3．5　　　　　　L7　　　　　94．8

Japanese　m，　　　　173　　　　　　5．2　　　　11．0　　　　　　13．3　　　　　70．5

Hawaiian　m，　　　　69　　　　　　8，7　　　　14．5　　　　　　20，3　　　　　56，5
　　　　　　　　f，　．　　　　　　　　90　　　　　　　　　　12．2　　　　　　　　16，7　　　　　　　　　　　15．6　　　　　　　　　　55．6

Korean　m，　　　　124　　　　　　0．8　　　　　4．0　　　　　　5，7　　　　　89，5
　　　　　　　　f，　　　　　　　129　　　　　　　　 1．6　　　　　　　5．4　　　　　　　　　6．2　　　　　　　　86．8
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分類に従い，韓国人下顎大臼歯における第6咬頭の発　　　（Table　38a，38b）。

逮程度をpronounced，　moderate，　weak，　noの4段階　　4　舌側中間副結節（第7咬頭）

に分げてその出現頻度を検索した。第1大臼歯では，　　　下顎大臼歯の近心舌側咬頭（metaconid）と遠心舌

第6咬頭の出現率は男女とも約17％であり，第2大日　　側咬頭（entoconid）の間に舌側中間副結節（第7咬

歯では約10％強であった。しかし，この内でも，良く　　頭）と呼ばれる小結節の出現することがあるIs）。酒井

発達したpronouncedの第6咬頭はあまり多くなく，　　ら5），酒井e）はこの結節を大ぎさによってpronounced，

大部分は酒井6】の分類のInoderateないしweakのレ　　weak，　noの3段階に区別した。この基準に従って韓

ベルのものであった（Table　36）。韓国人の男女間に　　国人下顎大臼歯における第7咬頭の出現頻度を調べる

は，有意の差は認められなかった（Table　38a，38b）。　　と，第1大臼歯では男性で5．13％，女性で9．09％，第

　各人種における第6咬頭の出現率は，第1大臼歯，　　2大臼歯では男性では出現せず，女性では1，82％であ

第2大臼歯ともPashtun男性が最も少なく，次いで，　　った（Tab正e　39）。男女間の性差は認められなかった

韓国人の男女，日本人男性，ハワイ人の男女の順であ　　　（Table　41a，41b）。また韓国人と他の人種との間に

った（Table　37）。男性群で韓国人と有意差を認めた　　有意の差は認められなかった（Table　40，41a，41b）。

人種は第1大臼歯ではハワイ人，第2大臼歯では日本　　　5　屈曲隆線

人とハワイ入であった（P＜0，01）。女性では韓国人　　　下顎第1大臼歯の近心舌側咬頭（metaconid）から

とハワイ人の間に有意差（Pく0，01）を認めた　　中心溝に向かう中心隆線が良く発達し，途中からその

Table　38a　Sex　and　racial　difFerences　of　the　sixth　cusp　on　lower丘rst　molar

Korean　　f． 『

Japanese　m， 一 ／

Hawaiian　m． ＊　＊ ／ 串　＊

Hawaiian　f． ／ 宇　＊ ／ 一

Pashtun　m． 一 ／ 串　　＊ ＊　　＊ ／

Korean　m， Korean　f． Japanese　m． Hawaiian　m． Hawaiian　f，

一’nd@No　signi丘cant　difference．

　＊　　Significant　difference　at　the　5％　level．

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　1eve1，

Table　38b　Sex　and　rac｛al　difFerences　Qf　the　sixth　cusp　Qn　Iower　second　molar

Korean　　f． 一

Japanese　m． ＊　＊ ／

Hawaiian　m， ＊　＊ ／ 「『

Hawaiian　f， ／ ＊　＊ ／ hi一

PashtUII　m． … ／ ＊　＊ ＊　　ホ， ／

Korean　m． Korean　f， Japanese　m。 Hawaiian　m． Hawaiian　f．

一　No　significant　difference．

　＊　　Significant　di　fference　at　the　5％　1evel．

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％　level，
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Table　39　Distribution　of　median　lingual　accessery　cusp　on　Iower　molars

Group　　　　　Nulnber　of　teeth　　Pronounced　　　　　Weak　　　　　　　No

M1

M2
臨　 ｝｝l　l脇　　911：lll　l品ll榴．

瀦1，　｝ll　1脇　　lll：911　111111鵬
Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　40　Percentage　frequency　of　meclian　lingual　accessory　cusp　on　Iower　molars

Group　　　　　　　　Number　of　teeth　　Pronouncecl　　　　Weak　　　　　　No

M1

M，

騰撚1羅　i…1　碧　1　1
・。rea。　k．　121　　1：l　　l：1　　91：l
　　　　　　　　f．　　　　　　　　110　　　　　　　　　　　　　3．6　　　　　　　　　　　　　5，5　　　　　　　　　　　　　90．9

Pashtun　m、　　　　11．6　　　　　　　0．9　　　　　　　1．7　　　　　　　97．4

鵬翻：　111　　1　　1：l　　ll：1
・。，ean｛1．　igl　　8　　8　　188：8
　　　　　　　　f．　　　　　　　　　110　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　1．8　　　　　　　　　　　　　98，2

Table　41a　Sex　and　racial　differences　of　medial　Iingual　accessory　cusp　on　lower丘rst　molar

Korean　　f，
｝

Japanese　m． ｝ ／

Hawaiian　m， 皿囚 ／
一

Hawaiian　f．・ ／
一 ／

』

Pashtun　　m．
｝ ／

一 一 ／

Korean　m， rKorean　f， Japanese　m， Hawaiian　m． Hawaiian　f．

　一　NQ　signi丘cant　difference．

　　＊　　Significant　．difference　at　the　5％　Ievel．

串　＊　　Significarゴt　difference　at　the　1％　Ieve1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Table　41b　Sex　and　racial　differences　of　medial　Iingual　accessory　cusp　on　lower　second　molar

Korean　　f，
一

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Japanese　m． 『 ／

Hawaiian　m，
．一 ／

一

Hawaiian　f． ／
一 ／ 一

Pashtun　　m．
一 ／

一 一． ／

Korean　m． Korean　f． Japanese　m， Hawaiian　m． Hawa茸an　f．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　No　significant　difference．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　Significant　difference　at　the　5％　leveL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏　　　＊　＊　　Sigrエi丘cant　Clifference　at　the　l％　level．
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Table　42　Distribution　of　defiecting　wrinkle　Qn　lower　first　molar

Group　　　　　　　Number　of　teeth　　　　With　wrinkle　　　　WithQut　wrinlくle

nユale　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　117　　　　　　　　　　　　　　20　（17．09）　　　　　　　　　　　　97　（82．91）

fenユa！e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110　　　　　　　　　　　　　　　　16　（14．55）　　　　　　　　　　　　　94　（85．45）

Numbers　in　parentheses　indicate　percentages．

Table　43　Percentage　frequency　of　deflecting　wrinkle　on　lower　first　molar

Group　　　　　　Nurnber　ef　teeth　　　　With　wrinkle　　　　Without　wrinl｛le

Pashtしm　　m，　　　　　　　　　　35　　　　　　　　　　　　　　11．4　　　　　　　　　　　　　　88．6

Japanese　m．　　　　　　　112　　　　　　　　　　25．4　　　　　　　　　　74．6

Hawaiian　m．　　　　　　　　53　　　　　　　　　　　18．9　　　　　　　　　　　81．1

　　　　f．　　　　　　　　　　　　　　74　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．8　　　　　　　　　　　　　　　　　93．2

Korean　m，　　　　　　　117　　　　　　　　　　　17．1　　　　　　　　　　　82．9

　　　　f，　　　　　　　　　　　　　110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85，5

Table　44　Sex　and　racial　differences　of　deflecting　wrinkle　on　lower　first　molar

Korean　f， 一

Japanese　m， 一 ／

Hawaiian　m． 一
／ 一

Hawaiian　f． ／ 一
／ …

Pashtun　m． 一
／ ｝ 一

／

Korean　m． Korean　f． Japanese　m， Hawaiian　m． Hawaiian　f．

一　No　significant　difFerence．

　率　　Significant　difference　at　the　5％1eveL

＊　＊　　Significant　difference　at　the　1％1eveL

方向を変えて遠心方向に屈曲していることがあり，屈　　　（M，）の6形質を選び，その、出現頻度を用いて人種

曲隆線と呼ばれている5）。この屈曲隆線の出現頻度を　　間距離を算出した。Table　45は男性群のみについて，

韓国人について調べてみると男性では17．09％，女性　　韓国人，日本人，ハワイ人，Pashtunの4人種間の距

では14．55％であった（Table　42）。性差は認められな　　離を算出したものである。また，上記の6形質のうち，

かった（Table　44）。人種間で比較してみると，男性　　韓国人，・・ワイ人で男女間に有意の性差が認められた

では屈曲隆線の出現頻度の最も高いのが日本人で，ハ　　のは，危険率5％で韓国人男女間のシャベル型切歯

ワイ人，韓国人，Pashtunの順となっている。女性で　　（li）のみであった。そこで，韓国人と・・ワイ人は男

は韓国人がハワイ人より出現頻度が高くなっている　　女を合わせたもの，日本人とPashtunは男性のみの

（Table　43）。しかし，韓国人と他の人種との間には　　ものを用いて算出してみた。その結果をTable　46に

男女とも有意の差は認められなかった（Table　44）。　　　示す。

E　人種間距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらによると韓国人と歯冠形質が総合的に最も近

　これまで述べた歯冠諸形質の中からシャベル型切歯　　い距離にあるのは日本人（O．0839，0．0932）であり，

（li），カラベリー結節（M1），　protostylid（M，），第　　ついでハワイ人（0．1299，0．1664），　Pashtun

6咬頭（M，），舌側中間副結節（M1），屈曲隆線　　　（0．1937，0．2647）であった。また韓国人と日本人の
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Table　45　Biological　distance　between　four　population　groups　based　on　six　crown　characters　in　male

Group　　　　　　　　　Korean肌　　　　　　Japanese　m．　　　　　　　Hawaiian　m．

Japanese　m．　　　　　0．0839材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0001

Hawaiian　m　　　　　　O．1299＊＊　　　　　　　0，2431＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．OOO3　　　　　　　　　　　　　　0．0005

Pashtしm　　m．　　　　　　　0．1937＊＊　　　　　　　　　0．4639＊＊　　　　　　　　　　　　0．3187＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0005　　　　　　　　　　　　　　0．0010　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0009

Upper；Distance，　　＊＊Significant　at　the　1％level．

Lower：Variance．　　’Significant　at　the　5％1evel，

Table　46　Biological　distance　between　four　populatiQn　groups　based　on　six　crown　characters

　　　　　　　in　male　and　female

Group　　　　　．　　　Korean　m．十f．　　　　　Japanese　m，　　　　　　　Hawaiian　m．十f．

Japanese　m．　　　　　　　　　0．0932＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，0〔〕01

Hawaiian　rn．十f．　　　　0．1664串＊　　　　　　　　0，2650＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，0002　　　　　　　　　　　　　　　0．0003

Pashtun　m．　　　　　0．2647＊＊　　　　　　　0．4639＊＊　　　　　　　　　0，2706＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0005　　　　　　　　　　・　　　　　　0．0010　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0005

Upper：Distance，　　’＊Significant　at　the　1％leve1．

Lower：Variance，　　＊Significant　at　the　5％level，

Pashtun

m．

Hawaiian
　　　　　m．

Japanese

　　　　　m．

Pashtun

　　　　m．

Hawaiian
　　　m．十f．

Japanese
　　　　　m．

Fig・1　Dendrogram　derived　froln　the　biological　　Fi　2　D　nd　　　　　　…

　　　　dlstance　usmg　slx　Ilon－metric　crown　　　　distance　　…

　　　　characters　for　four　population　groups　in　　　　　　characters　for　four　　　　　　・　　　　　　　・

　　　　male・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　female，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Korean　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Korean

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m十f．

0．5　　0．4　　0．3　　0．2　　0．1　　　　　　　　　　　　　　　　　0，5　　0．4　　0．3　　0．2　　0．1

　　　　　．　　　　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　g．　　e　rogram　derlved　from　the　blologlcal

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　USmg　SIX　nOn・metrlC　CrQWn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　populatlon　groups　ln　male

距離は日本人と・・ワイ人（O．2431，0．2650），日本人　　質的な差は認められなかった。

とPashtun（0，4639）の距離より少なく，さらにハワ　　　これらの距離行列から，　Cole17）の方法によるクラス

イ人とPashtull（0．3187，0．2706）の距離よりも小さ　　ター分析の結果，4人種は明らかに3つのクラスター

い。Table　45とTable　46における各数値の間には本　　に分けられた（Fig．1，2）。すなわちコーカサス系人種
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のPashtun，ポリネシア系のハワイ人，蒙古系の日本　　側咬頭の良好な発達（P，），頬・舌両咬頭の中心咬合

人と韓国人の3集団であった。このことから，韓国人　　面隆線が接続していない独立型咬頭（P，），舌側面近

と日本人とは互いに近いところに位置し，ハワイ人と　　心溝の欠如（P1），下顎大臼歯の咬頭数における

Pashtunはまったく違ったところに位置していた。　　　hypoconulid（Ml，　M2），第6咬頭（M1，　M2）の6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項目である。これら形質の韓国人男性における出現頻
　　　　　　　　N考　察　　　　度醗擁凱下顎大臼鹸6咬頭（MI，　M，）、・

A　性差について　　　　　　　　　　　　　　　　　ハワイ人男性で非常に高いことを除き，他の5項目で

　韓国人男女の歯冠に出現する諸形質のうち，今回の　　はすべて・・ワイ人，Pashtun男性よりも高く，同じ蒙

報告で調査した8種の歯での14形質述べ22歯冠の項目　　古系人種である日本人男性に非常に近い値を示してい

において有意の性差を示したのは，上顎中切歯のシャ　　る。韓国人女性では上顎シャベル型切歯（P，12），下

ベル型（p＜0．05），下顎の第1小臼歯舌側咬頭の発達　　顎第1小臼歯舌側咬頭の発達（P正），下顎大臼歯

程度，第2小臼歯咬合面溝の形態（p＜0．01）の3項　　hypoconulid（M1，　M，）の3項目が・・ワイ人女性よ

目だけであった。酒井6｝によるハワイ人男女の調査で　　りも高い。下顎小臼歯の雷側面近心溝の欠如（P，）は

性差が認められたのは，下顎第1小臼歯における舌側　　両人種とも同じであるが，独立型咬頭（Pl），下顎大

咬頭の発達程度と頬・舌両咬頭の中心咬合面隆線の接　　臼歯第6咬頭（M，，M、）ではハワイ人女性の方が高

続形態（pく0。01）の2項目である。したがって，韓　　くなっている。

国人とハワイ人男女でともに有意の性差が認められた　　b　歯の退化形態

のは，下顎小臼歯舌側咬頭の発達程度の1項目である。　　これに該当する項目で韓国人を調べ，他の人種と比

いずれにしても性差を示す項目は少ない。　　　　　　較したのは，上顎大臼歯のhypoconeの退化（M2），

B　人種差について　　　　　　　　　　　　　　　　　metaCQneの退化（M且，　M2），近遠心的圧平（M2），

1　有意差を認めた項目について　　　　　　　　　’下顎大臼歯咬頭数のhypoconulidの退化（M，，　M，）

　今回調査した8種の歯での14形質延べ22歯冠項目の　　の4項目である。

うち，酒井s）が調査した日本人，ハワイ人，Pashtun　　　酒井6｝は，ハワイ人，日本人およびPashtunの歯の

のものと比較できた8種の歯14形質延べ20歯冠項目に　　退化形態について比較し，一部例外はあるものの，そ

ついてみると，韓国人男性と日本人男性との間で有意　　の出現頻度はPashtun，日本人，ハワイ人の順に低く

の差があった項目は，7種の歯7形質延べ9歯冠項目　　なっているが，日本人とハワイ人の退化形態出現率の

である。韓国人男性と・・ワイ人男性の間では，7種の　　差は，Pashtunとこれら2人種との間の差よりもかな

歯8形質延べ10歯冠項目に有意差が認められた。韓国　　り小さく，退化形態出現率の点ウ・らは日本人とハワイ

人男性とPashtun男性の問で有意差があったのは，　　人は近い関係にあることを報告している。

8種の歯9形質延べ13歯冠項目で，かなりの差違が認　　　今回の韓国人男性における歯の退化形態の出現率に

められる。また韓国人女性と・・ワイ人女性との間をみ　　ついてみると，上顎大臼歯hypoconeの退化（M2）が

ると，7種の歯8形質延べ10歯冠項目に有意差があり，　他の人種に比べて高いことを除くと，Pashtun男性に

数の上では男性群の場合と同じになる。　　　　　　比してはかなり低く，日本人，ハワイ人男性とはほぼ

2　歯冠形質の形態学的意義に基づく人種差について　　同じ程度の退化傾向を示していると考えられる。また，

　酒井ら5）は，歯冠に出現する諸形質をそれぞれの持　　韓国人女性はハワイ人女性とほぼ同じ程度の退化傾向

つ形態的意義に基づいて，次のように分類している。　　を示していると考えられる。

すなわち，①類蒙古形質群とそれに関連する形質，②　　c　歯帯（cingulum）から作られた形質

歯の退化形態，③歯帯（cingulum）から作られた形　　　酒井ら5）によると上顎大臼歯のがラベリー結節，

質，④その他の形質である。そこで，この分類に基づ　　hypocone，下顎大臼歯のprotostylid，　hypoconulid

ぎ，韓国人の歯冠形質の形態的意義について検討する　　の4項目が歯帯から作られた形質に含まれる。今回調

と次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　査したこれらの形質のうち，他の人種よりも韓国人で

a　類蒙古形質群とそれに関連する形質　　　　　　　　最も高率に出現するものは男女とも下顎大臼歯

　今回韓国人で調べた項目で，これに該当する形質は，　hypoconulid（M1，　M，）であり，上顎大臼歯

上顎シャベル型切歯（li，12），下顎小臼歯における舌　　hypocone（M2）の出現率は男女とも最も低い値を示
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している。韓国人男性で日本人男性と有意の差を示し　　Hanihara7）の式を用いた。

た項目は上顎大臼歯hypocone（M2），下顎大臼歯　　　Hanihara7）は人種集団を比較する場含に，歯冠形質

protostylid（M且）である。ハワイ人男性と有意差が　　の中で最も注目すべぎ形質“Mongoloid　dental　com・

あったのは上顎大臼歯hypocone（M2），下顎大臼歯　　plex”と呼ばれる上顎切歯シャベル型，下顎大臼歯の

hypoconulid（M2）である。これに対してPashtun男　　protostylid，第6咬頭，舌側中間副結節，屈曲隆線の

性とは下顎大臼歯protestylid（M，）を除く全ての項　　5形質と上顎大臼歯カラベリー結節を加えた6形質で

目で有意の差が認められる。　　　　　　　　　　　　　あると報告している。川本と山田1°｝はHanihara7）の生

　したがって，男性群では韓国人とPashtunにはか　　物学的距離の式を用いて人種間距離を計算する時に，

なりの相違があり，・・ワイ人，日本人とは比較的に近　　歯冠の21形質を用いた場合，その中から抽出した12形

い関係にあることになる。韓国人女性ではハワイ人女　　質を用いた場合，上記Hanihara’｝の6形質を用いた

性と上顎大臼歯ヵラベリー結節（Mi）を除く全ての　　場合を比較した。その結果，歯冠に現れる多数の形質

項目で有意の差があり，かなりの相違が認められる。　　を用いるよりも，人種的特徴をよく現していると考え

d　その他の形質　　　　　　　　　　　　　　　　　られる歯冠形質を厳選して少なくするほど人種間距離

　これに該当する項目で韓国人を調べ，他の人種と比　　は大きく，人種差が著明に現れることを報告し，

較したのは下顎小臼歯の舌側咬頭の発達程度（P1，　　Hanihara7）が用いている歯冠の6形質の場合が，最も

p2）と咬合面溝の形態（P，），下顎大臼歯の舌側中間　　人種差を著明に示すと述べている。本研究ではこれら

副結節（Mt，　M、）と屈曲隆線（M，）である。韓国人　　の点を考慮して，　Hanihara7）の選んだ6形質を用い，

の下顎小臼歯舌側咬頭（Pl）は，性差はあるものの，　　原則として各形質において出現頻度の高い1歯をそれ

男女ともに発達している。他の人種と比較すると，El　　それ選び，シャベル型切歯（li），　protostylid（M，），

本人男性とはほぼ同様であるが，ハワイ人男女，　　第6咬頭（M1），舌側中間副結節（M1），屈曲隆線

Pashtun男性よりはるかに良好な発達を示している。　　　（M1），カラベリー結節（M1）の3種の歯6形質6

　韓国人男性の下顎小臼歯咬合面溝の形態（P，）は日　　歯冠項目について計算した。その結果は韓国人の男女

本人，ハワイ人男性との間では差が認められないが，　　とも日本人の男性との人種間距離が最も近く，ハワイ

Pashtun男性に比べると，舌側咬頭と副咬頭が発逮し　　人の男女がこれに続き，　Pashtun男性が最も遠い。さ

たY字型の出現率が高くなっている。韓国人女性は　　らにこの距離行列からCole；7）の方法によりクラスタ

ハワイ人女性にくらべて副咬頭が未分化であり，Y字　　一分析を行った結果は韓国人は男女とも日本人男性と

型の出現率が低い。　　　　　　　　　　　　　　　同じクラスターに入り，ハワイ人男女とPashtunは

　以上に述べたごとく，歯冠の諸形態が持つ形態学的　　異なる別のクラスターに所属していることが示された。

意義に基づいて分類し，検討を加えてみると，韓国人　　　したがって歯冠に出現する各形質について，その出

男性と日本人男性とは類似点が多く，Pashtun男性と　　現頻度をそれぞれ個々に比較して推定された結果と同

は差違が著しい。ハワイ人男性はその中間にあると考　　じく，韓国人は日本人と非常に近い人種であり，ハワ

えられる。また，韓国人女性と・・ワイ人女性の間にも　　イ人はかなり離れており，Pashtunは最も遠い人種で

かなりの相違点が認められた。　　　　　　　　　　　　あることがより明らかになったと思われる。

3　人種間距離について　　　　　　　　　　　　　　　　さぎに田中13）14｝と趨i15）は本研究と同じ材料を用い，

　これまでは歯冠に出現する各形質について，その出　　韓国人の口蓋および歯列弓，ならびに横口蓋ヒダと切

現頻度をそれぞれ個々に比較してきた。しかしこの場　　歯乳頭の諸形態が日本人と差のないことを示した。こ

合には，人種間に現れる出現頻度の差が各形質ごとに　　れらの結果からみても，韓国人と日本人は，歯を含む

かなり違うことが多いのセ，人種集団の差や類似性を　　口腔形態の上で，人類学的に非常に近い関係にあると

判定するのに困難を伴う。そこで各形質をさらに総合　　考えられる。

的に取り上げて人種集団間の類似性を知る目的で，

H、，ih。，。・・の生物学的距離の式を用、、て人翻距離を　　　　Vまとめ

算出してみた。生物学的距離の式については，これま　　　14歳～20歳の韓国人男性124名，女1生129名から得た

でに種々の式が工夫されているが7⊃16），本研究では歯　　上下顎石膏模型を材料として，その歯冠に出現する諸

冠の諸形質の比較に適しているとして使用されている　　形質のうち8種の歯に現れる14形質延べ22歯冠の項目
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につき，酒井6）の分類基準に従って観察するとともに，　　　4　人種間距離の算出とクラスター分析の結果から，

性差ならびに酒井6，によるPashtun，日本人の各男性，　　韓国人男女と日本人男性との人種間距離は最も短く，

ハワイ人男女の結果と比較した。その結果，次のよう　　同一のクラスターに属している。ハワイ人男女との距

な結論を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　離はかなり離れており，Pashtun男性との距離は最も

　1　韓国人男女間で有意の性差を認めたのは上顎中　　遠く，いずれもまったく別々のクラスターに位置して

切歯シャベル型，下顎の第1小臼歯舌側咬頭の発達程　　いる。

度と第2小臼歯咬合面溝の形態の3項目のみである。

　2　韓国人男性と有意差を認めたのは，比較できた　　　本論文の要旨は第87回日本解剖学会総会（昭和57年

8種の歯14形質延べ20歯冠項目のうち，Pashtun男性　　　4月，岐阜）において発表した。

とは8種の歯9形質延べ13歯冠項目，日本人男性とは　　　稿を終えるにあたり，本研究に対し，御指導と御助

7種の歯7形質延べ9歯冠項目，ハワイ人男性とは7　　言を賜った当教室故鈴木　誠前教授，志水義房現教授

種の歯8形質延べ10歯冠項目であり，韓国人女性とハ　　ならびに愛知学院大学歯学部酒井琢朗名誉教授に深く

ワイ人女性との間では，7種の歯8形質延べ10歯冠項　　感謝するとともに，本研究の遂行に際して多大の御助

目に有意差がある。　　　　　　　　　　　　　　　　言をいただいた東北大学医学部半田康延教授，愛知学

　3　歯冠の諸形質が持つ形態学的意義に基づき，類　　院大学歯学部川本敬一助手および当教室轟　朝五，田

蒙古形質群，退化形態，歯帯由来の形質，その他の形　　　中　實両博士，ならびに本論文作製にあたり協力いた

質に分類して検討した結果，韓国人男性と日本人男性　　　だいた当教室横内久美子技官に心より御礼申し上げま

とは類似点が多く，Pashtun男性とは差違が著しく，　　す。また，研究材料の収集に御尽力いただいた趙　東

ハワイ人男性はその中間にある。韓国人女性とハワイ　　憲先生に感謝の意を表します。

人女性との間にもかなりの相違点がある。
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